


















1.はじめに 

新生児,未熟児.早産児,低体重出生児の環境音や人の声に対する反応は乏しい。しかし,正

常な新生児では,発達が進むにつれ,音に対する反応は鋭敏となり,行動反応聴力検査でも

域値は低下を示す。形態学的には,内耳や聴神経は生下時にはすでに完成していることが知

られており，電気生理学的にも,聴性脳幹反応によって,生後,約 1年で，脳幹の髄鞘化が完

成することが示されている。 

正常新生児の音に対する反応の低下は,この時期では,いずれの神経学も未熟な状態にある

が,同様の状態が,聴覚神経系も脳幹から上位の中枢が未熟であるために,生じているもの

であろう。低体重出生児の音に対する反応の低下も同様の機序が推定される。すでに聴性

脳幹反応を用い,未熟児の脳幹の発達を検索した報告が過去 6年間に数編あり，いずれも正

常新生児よりも，脳幹伝導時間が延長していることを見出している。 

われわれは,低体重出生児の聴覚機構を知る手がかりとして,聴性行動反応聴力検査と,他

覚的聴覚検査法で,脳幹に起源を持つ聴性脳幹反応,大脳に起源を持つ中間潜時反応,緩反

応を記録し,比較検討を行った。その結果,この方法は低体重児の聴覚をより客観的に把握

することが可能であることがわかったので報告する。 


